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研究成果の概要 

柴田グループは，ホウ素，ケイ素，カリウムを組み合わせ，炭素―フッ素（C－F）結合のみを選択的

に切断し，アミンやアレン化合物とクロスカップリングする手法を実現した。またテトラフルオロスルフ

ァニル（SF4）基やペンタフルオロスルファニル（SF5）基を持つ化合物の合成に成功した。SF4や SF5

化合物は C-F 結合を持たず分解容易であり，環境に配慮したフッ素化合物といえる。さらに，ボー

ルミル装置を用いる無溶媒での C－F 結合生成及び C－F 結合切断を開発し，フッ化アシル化合

物合成とアミド化合物への変換法を見出した。 

網井グループは，高分子型トリフルオロメチル（CF3）化剤の開発：スチレン/p-ベンゾイルスチレン共

重合体を合成し，ベンゾイルスチレン部位をCF3化カルビノールに変換した。当該高分子型CF3化

剤とジスルフィドとの反応ではトリフルオロメチルチオアリール（CF3SAr）が高収率で得られた。また

フッ素系カルボン酸類の部分分解法の開発：ペルフルオロカルボン酸誘導体をイミダゾールケトン

に変換した後に部分的脱フッ素化を検討した。 

堀グループは，典型的なフッ素ゴム材料であるフルオロエラストマーについて，非架橋体あるいは

架橋体（ポリマー鎖が架橋してさらにカーボンブラックが加えられたもの）について，アルカリ試薬を

添加した亜臨界水中で反応させた。その結果，200 °C でこの材料中のフッ素原子が水中にフッ化

物イオンとして完全に溶出することを見出した。さらにこのフッ化物イオンから純粋な人工蛍石を得

ることができた。 

前川グループは，フッ素系高分子の高効率分解を目的に，ポリテトラフルオロエチレン（PTFE）に

ニッケル系触媒を添加して電子線を照射することにより，その後の熱分解過程において，約 110 °C

まで熱分解開始温度が低下することを突き止めた（PTFE 単体の場合：約 160 °C）。今後，電子線

照射条件（雰囲気，温度等）と分解生成物の関係を明らかにし，分解技術の高度化を目指す。 
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